
 

 

 

                                                     

 

 

 

教育目標 「向上心に燃え 心身ともにたくましく 実践力のある生徒」 

 
 

 

 

 

 

 

上越市立吉川中学校 

学校だより「第９号」  

令和７年１月 15日発行 

回 覧 

吉川中学校令和６年度後期学校評価のまとめ 
 学校評価アンケートへのご協力ありがとうございました。学校では保護者の皆様からいただきま
したご回答や、生徒の回答をもとに、教育活動を振り返り、今後の取組を始めています。学校評価ア
ンケートの集計は、学力向上（学）、豊かな心・社会性育成（徳）、たくましい身体育成（体）の３つ
の視点で行いました。 

学校評価アンケート回答数値の内容  

４：そう思う（当てはまる）               ＊肯定的評価は４、３の数値合計 
３：だいたいそう思う（だいたい当てはまる） 
２：あまりそう思わない（あまり当てはまらない） 
１：そう思わない（当てはまらない） 

 



 

 

R６年度 後期生徒・保護者アンケート比較 
グラフは左から生徒前期、生徒後期、保護者前期、保護者後期の肯定的評価結果（％）です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

【学力向上】：向上心をもち、主体的に学習に取り組む生徒の育成         
        【研究主任】 

○良好な点 
・３年生において、「１ 計画的な学習、目標」の数値が前期より上がった。→３年生は受験を意識して
、学習時間が増えたと考えられる。 

・１・２年生の「１ 計画的な学習、目標」の数値が前期より下がった。保護者も同様に下がった。 
・「２ 日頃の学習時間」において、全体的には上がっているが、１・２年生で前期より大幅に下がって
いる。（１年３３％、２年１５％）保護者も同じく下がっている。３年生は２２％上がっている。 

●課題となる点 
・前期より、学習への意欲や学習時間が１・２年生で下がっている。 
 →前期は進級や第１回テストなど学習の意欲が高まる要素が多かったが、後期は“慣れ”が出てしま

い、意欲がなかなか上がらなかったと思われる。 
◇３学期の取組 
・学習意欲が高まるような取り組みの実践。（家庭学習で取り組んでみたいと思うような授業づくり、
宿題として課題を出すことも時には必要。自主学習ノートの改善提示、また励ましコメントの記入、
生徒同士で課題を決める時間の設定 など） 

・進級や進学（受験）を意識した取り組み。（３月の実力テストに向けて各学年の取り組み、単元理解
チェックなどを用いての復習 など） 
 
【豊かな心・社会性の育成】：自らを律しつつ、他と協働して活動する生徒の育成  

                                    【生徒指導主事】 
○良好な点 
【６ いじめのない学校】生徒の肯定的評価のポイントが前期と比べて向上している。今年度の「いじ
め見逃しゼロスクール集会」では、外部から日本学校教育相談学会新潟県支部理事を務められている星
麻衣様をお招きし、講話に加えて活動を通して同じ事実でもネガティブに受け止めるか、ポジティブに
受け止めるかは人によって異なることを確認したり、ネガティブな感情を大切にしつつも必要に応じて
ポジティブに切り替える考え方について話し合う活動を行った。例年の「自分の言動を相手はどう受け
止めるか」を考える活動に加え、「相手はなぜそのような言動をとったのか」を考える受け取り手の視
点で話し合う機会を設けたことが親和的な対人関係の醸成につながったと考える。 
●課題となる点 
【４ あいさつ】生徒の肯定的評価のポイントが前期と比べて低下している。「小中一貫あいさつ運動
」に加え、通年で行っている「GMF」や「GMW」などの活動に取り組んできたが、生徒の自己肯定感の向
上につながっているとは言い難い。これは、個人で交わすあいさつは元気よくできる生徒がいる一方で
、授業前後のあいさつなど集団で行う際には声が小さくなってしまうといった生徒の様子からも伺える
。 
◇今後の取組 
【４ あいさつ】生徒会役員を中心に、あいさつに対する意識の向上や、より良いあいさつをするため
にどうすればいいか考えるなど、生徒たちの中から頑張ろうとする気持ちを育める機会を設けていく。 
【５ 学校は楽しい】来年度に向けて意識を高めている生徒がみられる。そのような生徒たちを中心に
、どのような学校にしていきたいかや、どのような学級にしたいかなどを生徒たちで考え、その考えを
実現することができる機会を率先して取り入れていく。 
【６ いじめのない学校】「いじめ見逃しゼロスクール集会」での活動を一時的なものにせず、日常の
中で事実の受け取り方について考えたり、その切り替えを実行したりできるように学校全体ではたらき
かけていく。 

教育目標「向上心に燃え、心身ともにたくましく実践力のある生徒」の達成を目指して 



 

 

 
 

 

 

 

 

日 曜日 年間行事 日 曜日 年間行事

5 水 避難訓練③ 18 火 全校朝会

7 金 MSW④（～13日） テスト前部活動停止 放課後学習 21 金 生徒総会5限、三送会6限

11 火 《祝》建国記念の日 1 23 日 《祝》天皇誕生日

12 水 放課後学習 24 月 振替休日

13 木 1.2年定期テスト 28 金 卒業式全体練習  期末大清掃＆ワックスがけ

14 金 1、2年定期テスト

【たくましい身体育成】：心身の健康を保ち、体力の向上に努める生徒の育成    
             【保健主事】 

〇良好な点  

・前期と比較して、体力づくりの項目で1年生は91％から100％にポイントアップしている。 

・メディアの使用ルールでは、3年生が31％から61％にポイントアップした。 

●課題となる点  

「平日のメディア接触についてのルールを決めている」と答えた生徒は1年生71％から63％、2年生は27

％から31％、3年生は31％から61％と前期よりも改善に向かっている。 

就寝時間の項目から生徒と保護者を比較すると就寝時刻にズレがある。生徒が自分の部屋に入ってしま

うといつ寝たかわからないためと考えられる。睡眠不足が起因して授業に集中できない生徒がいる。 

バランスの良い朝食の項目から前期は85％だったが後期は62％と低下した。就寝時刻が遅くなれば、起

床時刻も遅くなり、バランスの良い朝食をとる時間がなかったのではないかと推察する。 

◇今後の取組  

これからも心と体、生活習慣は関連していることを生徒に伝える。冬期間、体を動かすことが体育だけ

という生徒もいるので、よりよい生活習慣のサイクルを自分自身で身につけられるよう指導していく。 

２月の予定 
 

※予定は都合により、変更する場合があります。ご了承ください。 

 

上越地区スキー大会 

令和７年１月16日17日 

赤倉観光リゾートスキー場 

 

２年 Ｉ・Ｋさん 

ジャイアントスラローム ８位 

スラローム     ７位 

 結果を踏まえて生

徒と共に頑張ってい

きます。 


